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地磁気観測所は102年目！

地磁気毎時値・・・1913年～ (1917～23年を除く)
 毎分値・・・1976年～

 毎秒値・・・1993年～

 0.1秒値・・・1997年～

地電流毎時値・・・1962年～

 毎分値・・・1987年～

 毎秒値・・・2000年～

 0.1秒値・・・1997年～

空中電気毎時値・・・1962年～

 毎分値・・・2006年～



（ 1924 – 1995 ：72年分）

地磁気ブロマイド記録 （感光印画紙）

ブロマイド記録

デジタル記録印画紙記録を数値化して
デジタルデータを作成 （ 1976 － ）

地磁気変化観測のデータ期間

従来

・手作業で読み取り

・1時間値として数値化

コンピュータ処理により

・自動読み取り

・高分解能のデジタルデータ

アナログ記録のデジタル化



自動読み取り ＆ 時系列値への変換

4

線の自動認識 座標データに変換

地磁気の値に変換

v = s*r + 0.5*a*r*r + b
v： 磁場の値

s : 寸法値

r： 読取振幅

a: a-factor
b: 基線値

平均処理

毎分値
or 

other interval



時間

磁
場
値

変化量曲線

磁
場
値

時刻

正分 正分

各読み取り値

毎正分の前後 30秒範囲の読み取り値

（最大8dot）を平均して毎正分の値を算出

±30秒 ±30秒

1mm

1div=1分に相当 （1分≒7.9pixel）

アナログ記録のデジタル化

Mashiko et al. Digitization of bromide paper records to extract one-minute 
geomagnetic data, Data Science Journal, 12, p.WDS254-WDS257, 2013



アナログ記録のデジタル化

 地磁気毎時値・・・1913年～ (1917～23年を除く)
 毎分値・・・1976年～

 デジタル化毎分値・・・1964年～1976年
(今年度は1963年より8.5年分を予定)

 毎秒値・・・1993年～

 0.1秒値・・・1997年～

 印画紙画像・・・数値データと同期間を公開予定

 地電流毎時値・・・1962年～

 毎分値・・・1987年～

 毎秒値・・・2000年～

 0.1秒値・・・1997年～

 空中電気毎時値・・・1962年～

 毎分値・・・2006年～



データダウンロードページ(2012年12月公開)

デジタル化毎分値

XYZ成分で提供開始！

メタデータへ

ダウンロードフォームへ



データダウンロードページ(2012年12月公開)



ダウンロード利用件数

2012年・・・・12件
2013年・・・・2277件
2014年(8/11まで)・・・・901件

合計 3190件

ご利用ありがとうございます！



2013年3月 IUGONET登録



IUGONETから柿岡へのアクセス件数

2013年3月～2014年7月まで
アクセスログから”iugonet”なる文字列を抜き出すと・・・

たった7件！



なぜ少ないのか・・・勝手な想像

 Granuleがないから？

担当者が転勤しても管理しきれるか？

ブラウザ上での検索は主流な使われ方ではない？

UDASなんかを使うのが主流？

検索結果の表示順？

キーワードによってはWDC京都が先

そもそも需要がない？

一番悲しい理由・・・・



IUGONETに(データ提供元として)期待すること

利用の統計情報の共有

各メタデータへのアクセス(Hit)件数

検索キーワードランキング

UDASでのアクセス状況（ブラウザ検索との件数比較?)
などなど・・・

外部協力機関としても、
改善、工夫できる部分が見つかるかもしれない！



年報WEB化

CD－ROMを廃止し、WEBに移行



地磁気現象カタログをWEBで提供



地磁気現象カタログをWEBで提供

（需要があるなら）
現象表メタデータも作成、登録します！



まとめ

柿岡データダウンロードページ

多数のご利用ありがとうございます

 IUGONETからのジャンプ数

たったの7件！

統計情報の共有を

利用状況が分かれば改善策を講じられるかも？

現象カタログの提供を開始予定

需要があればメタデータを提供します


